
◆
１
０
４
７
名
JR
不
採
用
事
件

で
の
「
裁
判
上
の
和
解
」
手
続

き
の
場
に
は
、
五
つ
の
訴
訟
の

弁
護
士
と
被
告
・
鉄
道
運
輸
機

構
訴
訟
の
代
理
人
が
出
席
す
る

中
、
那
須
弘
平
裁
判
長
に
よ
っ

て
和
解
調
書
の
和
解
条
項
が
確

認
さ
れ
た
。

◆
内
容
は
、
鉄
道
・
運
輸
機
構

が
解
決
金
と
し
て
１
９
９
億
３

２
９
１
万
円
の
支
払
義
務
が
あ

る
こ
と
を
認
め
、
一
審
原
告
が

仮
執
行
で
受
け
た
２
８
億
８
７

０
７
万
７
７
６
７
円
を
差
引
い

た
１
７
０
億
４
５
８
３
万
２
２

３
３
円
を
平
成
２
２
年
６
月
３

０
日
限
り
支
払
う
。
利
害
関
係

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
訟
を
取
り

下
げ
る
。
一
審
原
告
ら
は
一
審

被
告
に
対
す
る
そ
の
余
の
請
求

を
放
棄
す
る
。
一
審
原
告
ら
及

び
利
害
関
係
人
ら
は
、
国
鉄
改

革
に
伴
う
新
企
業
体
へ
の
不
採

用
に
関
す
る
不
当
労
働
行
為
及

び
雇
用
の
存
在
に
つ
い
て
、
一

審
被
告
に
対
し
て
今
後
争
わ
な

い
な
ど
。

◆
６
月
30
日
、
三
弁
護
団
名
の

管
理
口
座
に
鉄
道
運
輸
機
構
側

か
ら
解
決
金
の
振
り
込
み
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
裁
判

上
の
和
解
に
基
づ
く
金
銭
部
分

に
つ
い
て
決
着
を
見
る
こ
と
と

な
っ
た
。
「
筆
舌
に
尽
く
し
が

た
い
」
と
い
う
言
葉
は
幾
度
も

使
わ
れ
て
い
る
が
、
闘
争
団
・

家
族
の
こ
の
間
の
苦
労
、
苦
悩

は
と
て
も
紙
面
で
現
し
き
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
今
に
至
る
23

年
の
月
日
を
思
う
と
き
、
金
銭

の
部
分
に
つ
い
て
も
不
十
分
さ

は
否
め
な
い
。

◆
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
残

す
課
題
の
「
雇
用
」
の
実
現
を

何
と
し
て
も
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

原
告
の
う
ち
JR
採
用
を
希
望

す
る
１
８
３
名
の
雇
用
の
実
現

と
、
55
歳
以
上
の
原
告
の
「
そ

の
他
の
雇
用
」
に
つ
い
て
も
、

政
府
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
特
に
JR
各
社
に
対
し
て
は
、

強
い
態
度
で
採
用
を
働
き
か
け

て
も
ら
い
た
い
。
雇
用
が
実
現

さ
れ
て
こ
そ
「
全
面
解
決
」
で

あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
こ
の

紛
争
の
終
結
に
な
ら
な
い
こ
と

を
政
府
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

◆
長
期
の
争
議
に
至
っ
た
発
端

は
、
「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
」

の
過
程
に
お
い
て
、
旧
国
鉄
が

国
労
組
合
員
に
対
し
不
当
労
働

行
為
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

ゆ
え
に
政
府
の
責
任
は
重
い
の

で
あ
る
。
だ
が
雇
用
確
保
に
向

け
た
取
組
み
の
約
束
期
限
は
来

年
4
月
1
日
ま
で
と
非
常
に
短

い
。

◆
闘
い
道
半
ば
で
あ
る
。
「
雇

用
実
現
」
を
勝
ち
取
り
、
心
の

底
か
ら
喜
び
、
祝
福
し
合
え
る

日
を
必
ず
つ
か
む
た
め
に
頑
張

ろ
う
。

6
月
20
〜
21
日
、
作
並
温
泉

に
お
い
て
第
22
回
国
労
東
日
本

電
気
職
場
交
流
会
が
開
催
さ
れ

た
。
毎
年
、
各
地
方
本
部
の
持

ち
回
り
で
行
わ
れ
、
今
年
は
仙

台
地
電
協
が
担
当
。
十
二
地
方
、

地
区
本
部
の
電
気
職
場
と
本
部

か
ら
総
勢
91
名
が
参
加
し
た
。

初
日
の
全
体
集
会
で
は
、
地

元
地
方
本
部
と
し
て
中
島
副
委

員
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た

後
、
仙
台
の
職
場
実
態
に
触
れ
、

地
本
と
し
て
安
全
問
題
に
つ
い

て
会
社
を
追
及
し
て
い
く
と
挨

拶
。
準
備
地
本
の
千
葉
地
電
協

議
長
か
ら
は
、
地
本
と
地
電
協

の
取
り
組
み
の
報
告
と
提
起
が

さ
れ
た
。

東
日
本
本
部
と
出
向
連
か
ら

挨
拶
の
後
、
中
沢
議
長
が
交
流

会
の
意
義
と
課
題
と
し
て
「
非

常
事
態
宣
言
解
除
直
後
に
死
亡

事
故
が
発
生
す
る
な
ど
会
社
の

対
策
が
機
能
し
て
い
な
い
。
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題
も
含
め
、

職
場
か
ら
の
点
検
を
」
「
申
9

号
及
び
申
29
号
の
取
扱
い
の
議

論
に
集
中
願
い
た
い
」
と
提
起
。

そ
の
後
、
電
車
線
、
配
電
、

変
電
、
貨
物
、
信
号
、
通
信
、

事
務
の
7
つ
の
分
科
会
に
分
散

し
交
流
が
行
わ
れ
、
二
日
間
に

亘
り
議
論
が
行
わ
れ
た
。

夕
食
時
に
は
各
地
方
本
部
が

選
り
す
ぐ
り
の
銘
酒
を
用
意
。

参
加
者
は
勢
い
を
つ
け
て
、

会
場
を
代
え
て
か
ら
も
各
分
科

会
毎
に
更
に
交
流
を
深
め
た
。

翌
日
は
１
日
目
に
引
続
き
分

科
会
毎
の
議
論
を
継
続
。
そ
の

後
全
体
交
流
に
移
り
、
分
科
会

の
報
告
と
中
沢
議
長
に
よ
る
集

約
が
行
わ
れ
、
最
後
に
次
回
の

開
催
予
定
地
で
あ
る
水
戸
地
本

の
高
木
議
長
の
団
結
頑
張
ろ
う

で
全
日
程
を
終
了
し
た
。

【
千
葉
通
信
員
】
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▼JR不採用問題の政治
解決にむけた基本的合
意の成立を受けて「JR
不採用問題解決福島県
報告集会（福島県平和
フォーラム、国労仙台・
水戸地本主催）」が、6
月13日、郡山市「ビュー
ホテル・アネックス」
において168名の仲間を
結集して開催された。
▼主催者を代表して福
島県平和フォーラム浦
井代表は「戦後最大の
労働事件として争われ
てきたが、4者・4団体
の運動と政治の力によっ
て扉が開かれた。この
問題を取り組んできた
我々も感慨無量」と挨
拶。
▼社民党福島県連合古
川代表は「党の最大課
題としてきた。国鉄闘
争は日本の民主主義を
守る闘いであった。大
きく前進できたことを
喜び合いたい。残され
た課題に全力を尽くす」
と述べた。
▼連帯する会福島県連
絡協議会大野議長は
「内容は必ずしも十分
ではないが、これを契
機に闘争団・家族の新
たな出発に。国鉄闘争

は、国家的不当労働行
為との闘いだけに長期
化せざるを得ない面も
あったが、闘い続けて
きたからこそ今日があ
る。23年間の闘いを今
後にどう活かすかが課
題となる」と述べた。

▼国労本部高橋委員長
の情勢報告後、闘争団
員と遺族より、御礼の
挨拶が述べられた。
▼田谷良一「多くの仲
間も励ましで頑張って
これた。教組の書記を
しており、これまでの
経験を生かして頑張る」
▼上遠野武「かあちゃ
んと激論した思い出が
残る。郡山市の嘱託職
員をしている。残され
た問題の解決を」
▼佐藤正則「88歳の認
知症のお袋と苦労を掛
け過ぎて3年前に脳出血
で倒れ半身不随の障害
者になった妻。家族を
含めた23年の苦悩を償
うには不十分な中身だ

が、頑張ってきた成果
と受け止めている」
▼菅原芳子（遺族）
「夫はガン宣告を受け、
手術し8年間頑張った。
あと2年頑張れば、この
集会に参加できたかと
思うと残念」
▼高橋敏夫「働く者は
組織なしに、闘いの勝
利も展望もない。安心
して働ける社会をつく
るために頑張る」
▼最後に雇用の確保に
むけて頑張ることを確
認しながら、浦井代表
の団結ガンバローで報
告集会を閉じた。
▼引き続き開催された
「解決記念レセプショ
ン（本部主催）」には2
3年間お世話になった政
党、労働団体、支援団
体の代表、国労議員団、
国労仙台・水戸地本の
仲間など107名が参加。
レセプションでは、2

3年間のお互いの健闘を
たたえ合った。そして、
闘争団・家族から23年
にわたる支援に対して
御礼が述べられ、全面
解決まで闘い続けるこ
とを確認し合った。
【仙台闘争団にゅーす
Ｎｏ.１２５より抜粋】

6
月
28
日
、
鉄
道
運
輸
機
構
と
原
告
は
、
最
高
裁
第
三
小
法
廷

会
議
室
に
お
い
て
、
「
裁
判
上
の
和
解
」
手
続
き
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
JR
不
採
用
事
件
は
、
解
決
金
な
ど
「
金
銭
」
部

分
に
つ
い
て
は
決
着
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
労
は
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
「
雇
用
の
確
保
」
を
実
現
し
、

「
路
頭
に
迷
わ
な
い
解
決
」
の
完
成
型
を
目
指
す
闘
い
に
全
力

を
挙
げ
る
。



喜
多
方
地
区
連
帯
す
る
会

（
大
野
恒
夫
会
長
）
は
、
6
月

19
日
、
喜
多
方
市
「
新
丁
子
屋
」

に
お
い
て
、
「
JR
不
採
用
問
題

解
決
報
告
集
会
・
解
散
記
念
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
た
。

会
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ

た
大
野
会
長
は
「
結
成
当
時
47

名
で
発
足
し
、
ピ
ー
ク
時
に
は

１
５
２
名
、
今
日
ま
で
三
桁
の

会
員
を
維
持
し
て
き
た
。
国
労

の
臨
時
大
会
で
受
諾
確
認
、
6

月
28
日
に
和
解
の
予
定
で
あ
り
、

中
央
の
連
帯
す
る
会
の
経
過
を

受
け
、
こ
の
会
も
一
定
の
役
割

を
終
え
る
。
こ
の
闘
い
の
貴
重

な
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
地
域
運

動
に
活
か
す
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
社
民
党
を
代
表
し
、

長
沢
勝
幸
喜
多
方
市
議
会
議
員

が
、
闘
争
に
対
す
る
支
援
の
感

謝
と
、
大
野
会
長
へ
の
ね
ぎ
ら

い
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

ま
た
、
地
方
本
部
五
十
嵐
書

記
長
は
、
こ
の
闘
い
の
解
決
に

至
る
経
過
と
、
長
期
に
亘
っ
た

闘
争
に
対
す
る
惜
し
み
な
い
支

援
へ
の
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

更
に
郡
山
地
区
連
帯
す
る
会

高
橋
事
務
局
長
か
ら
の
挨
拶
と
、

連
帯
す
る
会
山
下
事
務
局
長
か

ら
の
講
演
、
仙
台
闘
争
団
員

（
上
遠
野
武
・
佐
藤
正
則
・
高

橋
敏
夫
の
各
氏
）
か
ら
の
御
礼

の
挨
拶
で
第
一
部
を
終
了
。

第
二
部
の
「
解
散
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
」
で
は
参
加
者
か
ら

長
い
闘
い
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
が
語
ら
れ
た
。

闘
争
団
激
励
家
族
交
流
会

6
月
24
日
、
宮
城
県
支
部
は

稚
内
闘
争
団
を
激
励
し
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

を
継
続
し
て
い
た
「
稚
内
闘
争

団
激
励
家
族
交
流
会
」
を
国
労

会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。

地
方
本
部
を
代
表
し
、
中
島

副
委
員
長
が
、
歓
迎
と
激
励
の

挨
拶
を
述
べ
た
。
ま
た
稚
内
闘

争
団
か
ら
は
田
中
博
さ
ん
廣
子

さ
ん
夫
妻
や
阿
部
悦
子
さ
ん
、

物
販
で
来
宮
し
て
い
た
鈴
木
勝

さ
ん
な
ど
総
勢
で
30
名
が
参
加

し
た
。

国
労
闘
争
団
を
励
ま
す
集
い

ま
た
翌
25
日
に
は
、
『
国
労

「
闘
争
団
を
支
え
る
会
」
』
と

宮
城
県
支
部
の
共
催
に
よ
る

「
第
8
回
国
労
闘
争
団
を
励
ま

す
集
い
」
が
榴
ヶ
岡
市
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
支
え
る
会
の
高
橋
治

代
表
と
宮
城
県
支
部
秋
山
委
員

長
が
挨
拶
。
続
い
て
家
族
の
阿

部
さ
ん
（
写
真
上
）
と
田
中
さ

ん
（
写
真
上
左
）
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
御
礼
と
闘
争
団
と
家
族
の
現

状
報
告
を
受
け
、
参
加
し
た
80

名
の
組
合
員
と
家
族
、
共
闘
の

仲
間
達
は
、
闘
争
団
の
家
族
の

思
い
に
胸
を
打
た
れ
な
が
ら
、

雇
用
問
題
の
決
着
に
向
け
て
闘

う
決
意
を
固
め
合
っ
た
。

ま
た
、
仙
台
闘
争
団
か
ら
は

佐
藤
昭
一
さ
ん
ご
夫
妻
、
佐
藤

正
則
さ
ん
ご
夫
妻
が
参
加
し
た
。

第
二
部
は
昼
食
懇
親
会
で
あ

り
、
組
合
員
の
奥
様
達
が
、
稚

内
の
特
産
品
を
使
用
し
た
創
作

料
理
な
ど
、
多
く
の
手
料
理
を

披
露
。
参
加
し
た
仲
間
達
は
ご

馳
走
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

大
い
に
歓
談
し
た
。
途
中
、
沢

山
の
方
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
受
け
、

最
後
は
全
員
で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
を
合
唱
し
、
団
結
頑
張
ろ

う
で
散
会
し
た
。

今
後
の
予
定

JR
不
採
用
問
題
の
政
治

解
決
報
告
集
会

召
集
範
囲

支
部
・
分
連
協
・
分
会
代
表

日
時8

月
28
日
（
土
）
14
時

会
場仙

台
市
・
ホ
テ
ル
白
萩

第
65
回
定
期
地
方
大
会

日
時9

月
26
日
（
日
）
13
時

〜
27
日
（
月
）
12
時

会
場松

島
・
ホ
テ
ル
大
観
荘
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９/４（土）合唱発表会 13:30開演

９/５（日）大音楽祭 13:30開演

Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
支
社
は
、

国
労
東
北
自
動
車
支
部
宮

城
県
分
会
所
属
の
兜
森
秀

昭
さ
ん
に
対
し
、
7
月
1

日
付
で
、
秋
田
支
店
へ
の

異
動
発
令
を
行
っ
た
。

兜
森
さ
ん
は
秋
田
支
店
勤

務
時
、
08
年
12
月
1
日
付

け
で
国
労
に
加
入
。
そ
の

後
仙
台
支
店
へ
の
異
動
を

命
じ
ら
れ
、
単
身
赴
任
で

仙
台
市
か
ら
の
業
務
委
託

先
の
白
沢
営
業
所
に
勤
務

し
て
い
た
。

兜
森
さ
ん
は
、
仙
台
に
お

い
て
も
バ
ス
会
社
内
に

「
当
た
り
前
の
労
働
組
合

運
動
」
を
作
る
た
め
、
精

力
的
に
活
動
を
展
開
。

今
年
１
月
、
七
北
田
営
業

所
に
勤
務
す
る
岩
崎
さ
ん

の
国
労
加
入
の
原
動
力
と

な
っ
た
。
兜
森
さ
ん
は

「
自
宅
に
最
寄
の
職
場
に

戻
っ
た
。
秋
田
で
も
仙
台

同
様
、
バ
ス
職
場
の
労
働

条
件
改
善
と
、
何
よ
り
家

族
と
自
分
の
た
め
こ
れ
ま

で
通
り
頑
張
る
」
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
。

地
方
本
部
執
行
副
委
員
長
・

郡
山
工
場
支
部
委
員
長
を
歴

任
し
た
、
齋
藤
幸
次
氏
が
、

6
月
28
日
、
市
内
の
病
院
で

逝
去
さ
れ
た
。
享
年
72
歳
。

齋
藤
氏
は
肺
気
腫
を
患
っ
て

お
り
、
6
月
7
日
に
体
調
不

良
を
訴
え
病
院
を
訪
れ
入
院
。

肺
炎
を
原
因
と
す
る
多
臓
器

不
全
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
。

齋
藤
氏
は
85
年
に
地
本
執
行

委
員
の
任
に
就
き
、
87
年
の

組
織
分
裂
時
に
は
再
建
委
員

会
の
一
員
と
し
て
奮
闘
。

第
39
回
臨
時
地
方
大
会
に
お

い
て
執
行
副
委
員
長
に
就
任

し
た
。
88
年
か
ら
は
郡
山
工

場
支
部
委
員
長
と
し
て
職
務

を
遂
行
。
一
貫
し
て
「
職
場
・

現
場
第
一
」
の
主
義
を
貫
い

た
。近

況
で
は
、
労
働
運
動
を
続

け
て
お
り
、
今
春
の
春
闘
総

行
動
に
も
参
加
さ
れ
て
い
た
。

退
職
の
お
知
ら
せ

6
月
30
日

山
形

文
男
さ
ん

山
形
連
合

高
橋

光
治
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


